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資料１－１－①－１

 
１ 使命 

本校は，3S「創造・誠実・責任」と 3K「健康・研究・協働」を校訓とし，準
学士課程では「深く専門の学芸を教授し職業に必要な能力の育成」，専攻科課
程では「より高度な工業に関する知識及び技術を教授研究し，すぐれた独創的
開発能力を備えた実践的工業技術者の養成」を使命としている。 

 

(出典 平成24年度学校要覧 P.７)

 

                           資料１－１－①－２

 
２ 基本方針 

本校は，「自立・挑戦・創造」を教育理念に，教養教育・専門教育・専攻科
複合教育及び卒業・特別研究を通じて，地域を含む世界の産業界発展に貢献し，
かつ，地球環境の共生・創成に寄与する人材を養成することを目指している。 

教育においては，教養および専門知識・技術の修得に加え，自立した人間形
成を基本に，新しいことへ挑戦する心，異分野の総合に必要な協調性と総合力，
および自由な発想とそれを実現する創造力豊かな実践的技術者の育成を目指し
ている。 

 

(出典 平成24年度学校要覧 P.７)

 

 

                            資料１－１－①－３

 
３ 養成しようとしている人材像 
３．１ 準学士課程 

人間としての素養を，年齢の発達段階に応じて修得することを目指し，技術
者としての社会的責任を自覚できるようにする。基礎および専門技術を修得し，
生産の現場に不可欠な実践的かつ専門的な知識と技術を有すると共に，新たな
ものづくり基盤技術を修得し，挑戦する能力を備えた技術者を養成する。さら
に，生産技術や製品開発に求められる専門的知識や技術，与えられた問題を解
決する能力，生涯に亘って自ら学ぶことのできる能力など，自立型技術者に不
可欠な能力を有する実践的技術者を養成する。 

  
３．２ 専攻科課程 

準学士課程で修得した基礎および専門技術に加え，より専門分野に精通する
と共にプレゼンテーション能力を身につけ，国際分野で活躍出来る技術者を養
成する。 

また，複数の領域をまとめる総合力，複雑で多岐に亘る領域に求められるシ
ステム思考，複合領域にも対応出来る能力を備え，技術者倫理を理解し高度で
実践的な知識と技術を備えた自己啓発型の創造性豊かな技術者を養成する。 

 

(出典 平成24年度学校要覧 P.７～８)
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資料１－１－①－４

 
４ 達成しようとしている基本的な成果 
４．１ 準学士課程 

準学士課程は，教養教育と専門教育から成り，それぞれ達成しようとしている成
果を設定している。教養教育で基礎学力を養うとともに，社会性を持った人材の育
成を進めている。教養教育の成果を踏まえ，専門教育では技術者としての必要な能
力を定め，それを目標に教育を行っている。さらに，学科の特性に応じた達成しよ
うとしている技術内容も具体的に規定している。 
これらの教育を通して，本校では準学士課程の卒業生にふさわしい社会性と教

養，技術者の能力・知識の修得を目指して，教育を進めている。 
準学士課程の各段階，および各学科で達成しようとしている基本的な成果は，次

のとおりである。 
 

[教養教育] 
主に低学年(１～３年生)で実施し，技術者，職業人として社会生活を営む上で必

要な教養，および専門技術を学ぶ上での基本的な素養を養うことを目的としてい
る。教養教育で達成しようとしている基本的な成果は次のとおりである。 

（A）自らの意思を的確に表現し行動できる能力，知識を整理し総合化できる能力，

技術者倫理等，人間としての素養を年齢の発達段階に応じて修得する。 

（B）工学基礎としての自然科学系科目を深く理解する。 

（C）世界の多様な国・地域の歴史・伝統・文化を理解する能力，互いの意思の疎通

ができる実践的な英語能力を修得する。 

 
[専門教育] 

主に準学士課程の高学年（４～５年生）で実施し，教養教育を基礎に技術者とし
て必要な専門的な知識と技術を修得することを目指している。専門教育で達成しよ
うとしている基本的な成果は次のとおりである。 

  （D）実践的かつ専門的な知識と技術の基礎となる専門基礎学力を修得する。 

（E）教養教育による工学基礎および専門基礎を土台とし，現象・動作を具体的に理

解できる実践的な能力を修得する。 

（F）問題・課題解決のための方法・手段を模索し，実行できる能力を身につける。

     
さらに，現代の産業や社会の要求に即して，学科毎に技術者として必要な知識・

技術を規定している。その内容は，準学士課程の卒業生にふさわしく，技術者の職
業に就く上で基本的に修得すべきことを決めている。各学科で達成しようとしてい
る基本的な成果は次のとおりである。 

 
機械工学科    機械とその要素，機器，装置の開発，設計，製作できる技術，

およびこれらを支援するコンピュータの利用と制御に関す
る技術を修得する。 

電気情報工学科  高度情報化社会に対応したコンピュータ，制御および通信に
関する技術を修得する。新しい電子材料の創製と，電子回路
およびエレクトロニクスデバイスに関する技術を修得する。
社会基盤に対応した電気エネルギーに関する技術を修得す
る。 
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物質工学科    有機材料，無機材料等に関するバイオテクノロジーを含む合

成技術と得られた分子，物質・材料の構造・物性を評価出来
る技術を修得する。工業化された際の製造プロセスを最適化
する技術と運転・管理技術を修得する。 

環境都市工学科  社会基盤整備を支える施設の計画・設計・施工および完成し
た施設の維持管理と再生のための技術，およびこれらを支援
するために必要なコンピュータ技術を修得する。環境アセス
メントおよび都市計画・都市デザイン設計とその関連技術を
修得する。 

 

（出典 平成 24 年度学校要覧 P.８～10)

 

                  資料１－１－①－５

 
４ 達成しようとしている基本的な成果 
４．２ 専攻科課程 

専攻科課程の達成すべき教育の内容は，準学士課程の教育を基盤とし，技術者
倫理を理解した創造力豊かな実践的工業技術者の育成である。専攻科課程で達成し
ようとしている基本的な成果は，次のとおりである。 
(1) 自ら問題を発見・解決する能力を備え，生涯に亘って学ぶことのできる能力

を修得する。 
(2) 産業社会におけるグローバル化に対応するため，正しい日本語で表現（記述・

口述・討論）し，かつ国際的に通用するプレゼンテーション能力を修得する。 
(3) 複雑で多岐にわたる工業技術分野に貢献できる技術を有し，複合領域にも対

応できる能力を修得する。 

 

各専攻科で達成しようとしている基本的な成果は次のとおりである。 
生産システム工学専攻  機械工学，電気情報工学を基礎とした精密加工，  

システム工学，熱流体エネルギー，応用力学，エ
レクトロニクス，情報，制御，新素材などを含む
先端科学技術に深く関わる高度な科学技術を修得
する。特に，機械工学，電気情報工学の複合領域
におけるメカトロニクス技術者として必要な総合
力・システム思考能力を含めた創造力を身につけ
る。 

環境システム工学専攻  物質・材料工学，環境都市工学を基礎とした無
機材料，有機材料，微生物工学，水環境工学，環
境地盤工学，環境地域計画学などを含む先端科学
技術に深く関わる高度な科学技術を修得する。特
に無機材料・有機材料・生物材料を利用した水環
境改善のための処理技術や物質循環・エコマテリ
アル工学など物質工学，環境都市工学の複合領域
における創造性豊かな技術者として必要な総合
力・システム思考能力を含めた創造力を身につけ
る。 

 

                   （出典 平成 24 年度学校要覧 P.11）
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資料１－２－①－１

(出典 平成 24 年度学校要覧 P.７)
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資料１－２－①－２
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(出典 平成 25 年度学生便覧 P.３～６)
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資料１－２－①－３
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(出典 平成 25 年度 機械工学科授業計画 P.１～２)
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資料１－２－①－４

 

平成２５年３月１３日 

 

   学 科 長   各位 

 

                                                   学 生 主 事 

 

新入生合宿研修についてのお願い 

 平成２５年度新入生合宿研修が４月８日（月），９日（火）に行われますので，下記

のとおり御協力をお願いいたします。 

記 

●学科代表教員の選出について・・・・・・・・・３月２２日（金）まで学生支援係へ

１） 学科別活動の企画実施をお願いします。 

   内容 ①自己紹介 

      ②講話・学科紹介 

      （カリキュラムに関する事項や学科の指導方針など。各先生の研究テーマ

を列挙し，専門科目との関連について言及していただいても結構です。）

      ③講話（５年生） 

         ④Ｑ＆Ａ，諸連絡など 

●欠席学生対応教員の選出について・・・ 

・合宿研修に参加しない学生は４月８日（月），９日（火）に登校することになります。

不参加学生の指導は出欠の確認を含めて各学科に一任したいと思いますので，ご配慮

願います。 

●引率学生（２名）の選出について・・ 

 【注意】スーツ着用での参加をご指導ください。 

１）学級別・学科別活動において，通学・寮生活・部活動等についての体験発表等。 

２）研修全般における学級担任・学科代表教員の補助。 

※５年生は，進路に向けての活動も始まる時期かと思いますので，決定については直

前変更がないように，５学年学級担任，引率学生と十分に調整された上でお願いい

たします。 

※５年生の本研修での引率は公欠が認められます。引率学生には，学生課教務係へ，

公欠願を事前に提出することを忘れないよう，併せてご指導願います。 

 

(出典 学科長配付資料)
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資料１－２－①－５

                            平成２５年３月１３日 

  

 新任教員研修会 担当講師 各位 

                             校     長 

  

              平成２５年度新任教員研修会の開催について（依頼） 

  

  標記のことについて，新任教員に本校の現状等を理解いただくため，下記の 

とおり研修会を開催いたしますので，各研修内容について講義していただくよう 

お願いいたします。 

  なお，今年度につきましては，受講者が１名のみであることを踏まえ，各担当 

講師が受講者と開催日時を連絡調整の上，実施していただくこととなりました 

ので，お手数をおかけいたしますが，よろしくお願いいたします。 

  

記 

  

   受 講 者：機械工学科 教授 磯部 浩一 

  

   実施期間：できるだけ，４月の早期に実施いただくようお願いします。 

        ※昨年度は，4/2（月），4/3（火）の２日間にわたり実施。 

   研修場所：各研究室，会議室Ｂ等をご利用願います。  

  【研修内容】                       【講 師】 

 ・教務に関すること（６０分）         ：脇野教務主事 

 ・学生に関すること（６０分）         ：安東学生主事 

 ・寮務に関すること（６０分）         ：佐藤寮務主事 

 ・専攻科に関すること（４５分）        ：堀江専攻科長 

 ・地域共同テクノセンターに関すること（４５分）：宮脇テクノセンター長  

 ・技術教育支援センターに関すること（４５分） ：対馬技術教育支援センター長 

 ・学生相談(セクハラ含む)に関すること（４５分）：渡邊学生相談室長 

 ・JABEE に関すること（４５分）    ：佐藤技術者教育プログラム専門部会長 

  

 ※（  ）は，おおよその講義時間を記載しております。 

 

                       （出典 総務課人事係資料）
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                           資料１－２－①－６

 

 

 

 

              （出典 秋田工業高等専門学校ホームページ）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

秋田工業高等専門学校 基準１ 

- 13 - 

 

資料１－２－①－７

（全学生）

「学校の目的」と「学習等の諸制度」に関するアンケート 回答用紙 

 

注 1：隣の文字枠やマーク枠にはみださないように記入してください。 

枠の中に大きく記入してください。 

HB の鉛筆・シャープペンシルで記入してください。 

 

基本項目 

Q0-1 学年  1 年 □ 2 年 □ 3 年 □ 4 年 □ 5 年 □ 専 1 □ 専 2 □ 

Q0-2 学科  M   □ Ｅ  □ Ｃ  □ Ｂ   □ 生  □ 環   □ 

 

設問 

注 2：以下の設問には、必ず問題用紙を読んだ上で回答すること。 

１ ２ ３ ４ ５

Q1  本校には明文化された「学校の目的」があることを知っていますか?        

□ □ □ □ □

Q2  学生便覧やシラバスなどに「学校の目的」書かれていることを知っていますか? 

  □ □ □ □ □

Q3  準学士課程の教養教育に設定されている、目標に対応する教科が分かりますか? 

□ □ □ □ □

Q4    準学士課程の専門教育に設定されている、目標に対応する教科が分かりますか? 

□ □ □ □ □

Q5    専攻科課程に設定されている、目標に対応する教科が分かりますか?        

□ □ □ □ □

Q6    オフィスアワーの制度を知っていますか?                 

 □ □ □ □ □

Q7  オフィスアワーの制度の利用の頻度はどの程度ですか?                   

□ □ □ □ □

Q8    オフィスアワーとは別に、授業以外で教員に質問をする程度はどの程度ですか? 

□ □ □ □ □

Q9  自主学習の施設として、図書館や情報処理センターなどを利用したことがありますか?

□ □ □ □ □

Q10   成績評価・単位認定規定の説明を受け、理解していますか?           

□ □ □ □ □

良い例 悪い例 

□ □ □ □ 
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Q11   進級規定の説明を受け、理解していますか?                 

 □ □ □ □ □

Q12   （準学士課程（5年）のみ）卒業認定規定の説明を受け、理解していますか? 

□ □ □ □ □

Q13   （専攻科課程のみ）専攻科修了認定規定の説明を受け、理解していますか? 

□ □ □ □ □

 

Q14   学習支援に関する学生のニーズがあれば意見をお聞かせください（自由記述） 

 

 
 
 
 
 

 

 

(出典 平成 25 年度 自己点検・評価に係わるアンケート回答用紙(学生用))
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資料１－２－①－８

 

(教職員向)

「学校の目的とアドミッションポリシー」の周知に関するアンケート 回答用紙 

 

注 1：隣の文字枠やマーク枠にはみださないように記入してください。 

   枠の中に大きく記入してください。       

   HB の鉛筆・シャープペンシルで記入してください。 

 

基本項目 

  Q0-1  教職員  常勤教員 □ 非常勤講師 □ 常勤職員 □ 非常勤職員 □   

 

設問 

注 2：以下の設問には、必ず問題用紙を読んだ上で回答すること。 

                                １ ２ ３ ４ ５

Q1  本校には明文化された「学校の目的」が明確に定められていることを知っていますか? 

  □  □ □ □ □

Q2  学校要覧や学生便覧などに「学校の目的」が書かれていることを知っていますか?  

  □ □ □ □ □

Q3  準学士課程の教養教育に設定されている、目標に対応する教科が分かりますか？ 

     □ □ □ □ □

Q4    準学士課程の専門教育に設定されている、目標に対応する教科が分かりますか？ 

                                                              □ □ □ □ □

Q5    専攻科課程に設定されている目標に対応する教科が分かりますか？ 

          □ □ □ □ □

Q6    秋田高専のアドミッションポリシーを知っていますか?         

□ □ □ □ □

 

(出典 平成 25 年度 自己点検・評価に係わるアンケート回答用紙(教職員用))

 

 

 

 

 

 

  

良い例 悪い例 

□ □ □ □ 



 

 

秋田工業高等専門学校 基準１ 

- 16 - 

 

資料１－２－①－９

 

「学校の目的」と「学習等の諸制度」に関するアンケート集計結果（学生（準学士課程））
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(出典 平成 25 年度 自己点検・評価に係わるアンケート調査結果)
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資料１－２－①－10

 

「学校の目的」と「学習等の諸制度」に関するアンケート集計結果（学生（専攻科課程））
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(出典 平成 25 年度 自己点検・評価に係わるアンケート調査結果)
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資料１－２－①－11

 

「学校の目的とアドミッションポリシー」の周知に関するアンケート集計結果 

（常勤教員） 

                               

(出典 平成 25 年度 自己点検・評価に係わるアンケート調査結果)
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資料１－２－①－12

 

「学校の目的とアドミッションポリシー」の周知に関するアンケート集計結果 

                               （非常勤講師） 

 

(出典 平成 25 年度 自己点検・評価に係わるアンケート調査結果)
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資料１－２－①－13

 

「学校の目的とアドミッションポリシー」の周知に関するアンケート集計結果 

                                （常勤職員） 

(出典 平成 25 年度 自己点検・評価に係わるアンケート調査結果)
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資料１－２－①－14

 

「学校の目的とアドミッションポリシー」の周知に関するアンケート集計結果 

                               （非常勤職員） 

(出典 平成 25 年度 自己点検・評価に係わるアンケート調査結果)
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資料１－２－②－１

 

「配布先リスト」（他大学・他高専への配布先一覧） 

 

配布先 学校要覧 学生便覧 

国立高専機構本部 5 1 

文部科学省 1 1 

高等専門学校  62 

秋田大学 1  

東北地区大学   

大学(進学先等)   

秋田県教育委員会 1  

秋田市教育委員会 1  

秋田県内中学校 133  

秋田県内工業高校 9  

報道機関 15  

秋田高専産学協力会 52  

国会図書館 5  

カレッジプラザ 5  

アルヴェ 5  

歴代校長 4  

教職員 87  

学生課(就職・入試用) 50  

総務課(来客用他) 526  

   

   

合計 900 64 

 

 

（出典 学生課資料から抜粋）
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資料１－２－②－２

配布先リスト（企業） 

秋田南教農業協同組合 ＪＵＫＩ株式会社 

株式会社青葉コンサルタント ＴＤＫ株式会社 

株式会社新井組  日発精密工業株式会社 

株式会社住友大阪セメント 扶桑精工株式会社 

株式会社トマック 田中貴金属工業株式会社 

旭シンクロテック株式会社 株式会社アズマ 

菊川工業株式会社 石川島汎用機サービス株式会社 

住友金属プランテック株式会社 株式会社ケーヒン 

前田道路株式会社 本田技研工業株式会社 

水谷建設株式会社東日本支社 津田工業株式会社 

山崎建設株式会社 株式会社テクモ 

太田防水工業株式会社 株式会社日野自動車 

鹿島道路株式会社 日本オーチスエレベーター株式会社 

株式会社秋田銀行 ニプロファーマ株式会社大館工場 

雪印乳業株式会社 宇宙航空研究開発機構 

株式会社日清紡 館林工場 株式会社牧野フライス製作所 

花王株式会社 日本貨物鉄道株式会社東北支社 

株式会社カネカ JR 東日本株式会社 

塩野義製薬株式会社 NHK 秋田放送局 

住友化学株式会社 大阪ガス株式会社 

大日精化工業株式会社 秋田ゼロックス株式会社 

チッソ石油化学株式会社 五井製造所 株式会社アルメックス 

東レ株式会社 株式会社リキネット 

東洋インキ製造株式会社 株式会社秋田ルミナ 

大日本インキ化学工業株式会社 株式会社ＪＡＬ航空機整備成田 

コスモ石油株式会社 ＧＥ横河メディカルシステムズ株式会社 

新日本石油株式会社 綜合警備保障株式会社 

タイヨーインタナショナル株式会社 日本原子力発電株式会社 

株式会社ＴＳＧ 富士電機システムズ株式会社 

高砂熱学工業株式会社 三菱電機ビルテクノサービス株式会社 

株式会社 OA 研究所 中外テクノビジネス株式会社  

ＴＤＫ－ＭＣＣ株式会社 フジテック株式会社 

株式会社日立製作所 丸水中央水産株式会社 

ＪＵＫＩ電子工業株式会社 日本興亜損保 秋田支店 

カシオテクノ株式会社 秋田市消防本部 

京セラ株式会社福島棚倉工場 社団法人 東北建設協会 

ソニー宮城株式会社 医療法人 久幸会 

株式会社五洋電子  

（出典 アンケート送付一覧から抜粋)
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